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①父と農業を営んでいたが、父が亡く
なり徐々に耕作面積を増やしていっ
た

②夏の除草剤散布
　麦の刈り取りと田植えが重なる時期
の農作業

③家族で農業ができるところ
　農業を通して人との繋がりができた

④家族で温泉に行くこと
　スノボ帰りの温泉は最高です

⑤農業が継続できるように、仲間を増
やして、地域の農業を盛り上げたい

⑥農家の手取りが増えるように、米の
販路拡大と、ＰＲをお願いします除草作業する

間々田さん

父の毅さんと

仲
間
の
輪
を
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げ
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間
の
輪
を
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農
業
を
盛
り
上
げ
た
い
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農
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を

農
業
で
活
す

農
業
で
活
す

①就農のきっかけ　②この仕事で大変なこと・
これまでに一番大変だったこと　③この仕事を
していて良かったと思うこと　④趣味　⑤今後
の目標・夢　⑥ＪＡに期待すること

後編

行　

田

川　

里
①理由は様々ありますが、父がイキイキと農業
していたことは大きかったです。農業は厳し
い側面も多々あることを幼い頃から見てきま
したが、難しいからこそ、この業界で挑戦し
たいと思いました！

②私はまだ就農したばかりなので、まずは会社
員生活との大きなギャップに慣れるのが大変
でした。朝早いのはもちろん季節によっては
土日休みもないのでリズムを合わせるのがき
つかったです。また、農業は想像以上に作業
工程が多く「一人前になるのに何年かかるん
だろう…」と不安ではあります（笑）

③購入してくれた知り合いから「野菜美味し
かったよ」と感想をいただいたときは嬉し
かったです。野菜が我が子のようにみえます
（笑）また、全て自分の責任で物事を進めら
れるのも農業の醍醐味だと思います

④フルマラソン、オートキャンプ、料理、ドラ
イブ

⑤いち早く父を超える立派なキュウリ農家にな
り、地域の皆さんから信頼される人間になっ
ていきたいです！また、会社員時代では価値
のある経験がたくさんできたので、農業界で
もバンバン活かしていきたいです

⑥農業はまだまだ素人なので、栽培技術や農業
情勢のことをたくさん教えていただけると幸
いです。頑張りますのでご指導ご 撻よろし
くお願い申し上げます！

平成22年就農
水稲12㌶

小麦５㌶　大豆２㌶

令和４年就農
水稲６㌶　
キュウリ20㌃

❷



ほくさい地域の未来を
担う農業者を２号連続
でご紹介します！

次世代を　
ほくさいほくさいのの　　若手農業者

江
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大
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 さん（41）
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①前職を辞めて実家に戻るにあたり家
業の水稲作に加えて、空いていた農
地を活用しようと思ったため

②雑草管理と資金繰り
　（いまだにうまく行ってない）

③作った野菜などが美味しかったと
言ってもらえた事

④読書・子供とゲームをすること

⑤農業収入を現在の5倍にする
　誰がみてもきれいな圃場をつくる
　雇用を生む

⑥農機のレンタルを拡充してほしい
　直売所を盛り上げるために予算を増
やしてほしい

①長男ということと、会社勤めより父
の経営していた蘭の切花業の方がや
りがいを感じたため

②大雪の時のビニールハウスの雪降ろ
し

③花を通じて、お客様とお客様の想い
を繋ぐ、想いを届けるお手伝いがで
き、こちらも幸せを分けてもらえる
こと

④レコード収集やイベント等で選曲す
ること

⑤自分の交配・育種した花（品種）で
花屋さんやお客様を幸せにすること

⑥資材や農薬などの新製品やオスス
メ、共同購入など、組合員にメリッ
トとなる情報を、ＬＩＮＥやＳＮＳ
などのツールを使ってどんどん積極
的に発信して欲しい！

イチジクの生育を
確認する江原さん
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収
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通
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通
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騎　

西

大
利
根

平成27年就農
水稲7㌶

イチジク10㌃を
栽培

平成14年就農
切花　カトレア・
ミディ胡蝶蘭

その他の蘭　30㌃
水稲　１㌶
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ＪＡバンクアプリのご案内

９
月
28
日
の
主
な
議
案

① 

理
事
会
規
程
の
一
部
変
更
に
つ

い
て

② 

経
理
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い

て

　

全
議
案
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
で
は
毎
月
、
本
店
、
行
田

中
央
支
店
、
加
須
中
央
支
店
と
会

場
を
移
し
て
土
地
・
建
物
や
税
務
・

法
律
に
関
す
る
無
料
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

幅
広
い
内
容
の
相
談
に
応
じ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
ご
相
談
の
あ
る
方

は
事
前
に
予
約
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

〈
日
時
〉　

12
月
５
日
㈪

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
よ
り

※
相
談
時
間
は
１
人
30
分
で
す
。

〈
場
所
〉　
Ｊ
Ａ
加
須
中
央
支
店

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
電
話
相
談
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〈
ご
予
約
窓
口
〉

　
Ｊ
Ａ
本
店
営
農
経
済
部
資
産
管
理
課

（
☎
０
４
８

－

５
６
３

－

３
０
０
０
）

ま
た
は
各
支
店
窓
口
へ

理
事
会
か
ら

税
務
法
律
相
談

12
月
５
日
に
加
須
中
央
支
店
で
開
催

相続・遺言セミナー中止
　例年12月から２月にかけ
て各基幹支店で開いておりま
した「相続・遺言セミナー」
は、新型コロナウイルスの感
染拡大を防ぐため中止とさせ
ていただきます。

ＪＡバンク
ご利用の方へ

ＪＡバンクアプリとは、店舗・ＡＴＭに足を運ぶことなく、お好きな時
間にお好きな場所で口座残高や入出金の明細が確認できるスマートフォ
ンアプリです。

キャッシュカードとスマートフォンがあれば、すぐにご利用（※1）を開始
できます。来店や郵送手続の必要はありません。　

ＪＡバンクアプリの利用料は無料（※2）です。

ＪＡバンクアプリをダウンロード
したい方
こちらのQRコードから
ＪＡバンクホームページへアクセス！
https://www.jabank.org/app/

☞
　
　
☞
　
☞
※１　平日・土日・祝日 0：40～23：40

　　　日曜日 6：30～23：40

※２　本アプリのダウンロード、本アプリの利用、ウェブサイト等の利用にかかる通信費等はお客さま
のご負担になります。

※３　対象ＯＳ、機種や端末の設定などによってはご利用いただけない場
合があります。

ⓒよりぞう

Ⓒよい食Ｐ
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──  遊休資産遊休資産（土地）の（土地）の売却売却について について ──
JAほくさいの所有財産で、現在使用していない下記の物件を売却いたします。

１．物件情報

２．申込方法　物件の詳細や入札の方法につきましては、令和４年12月に当組合ホームページ
（https://jahokusai.jp/）へ「不動産売却案内書」を掲載いたします。

３．問合せ先　企画管理部企画管理課　今村・永沼　☎048-561-6911

物 件 名 旧下崎倉庫 旧駅前倉庫

所 在 地 埼玉県加須市下崎1781番２ 埼玉県行田市城西四丁目6094番２

地 目 宅地 宅地

地 積 305.16㎡ 399.07㎡

最低売却価格 4,300,000円 11,200,000円

売 却 条 件

◎土地については公簿面積および現状有姿での売却といたします。

◎所有権移転費用等一部の費用については買受け者負担といたします。

◎物件に対して買受け希望者が1名の場合は価格交渉とし、複数の場合は入札と
いたします。

11月30日（水）

❺



を募集しています
「日本農業新聞」で、営農や生活、勉強に役立った記事を読者の皆さんから、 
エピソードや事例などとともに広く募集します。ふるってご応募ください。

原稿用紙やWord文書などに次の事項をご記入の上、ご応募ください。
①読んだ記事の見出しと、掲載日
②活用に関するエピソードや事例など（600字以内）
③応募者の氏名、住所（郵便番号含む）、年齢、性別、職業、電話番号

応募書類

①郵送　または　②メール　のいずれかでご応募ください。応募方法

日本農業新聞　普及推進部「記事活用エピソード」募集係　宛
〒110-8722　東京都台東区秋葉原2-3
電話：03-6281-5803 　 メールアドレス：suishin@agrinews.co.jp

応募・ 
問い合わせ先

y

令和4年12月6日火 必着応募締め切り

（1）審査方法
● 社外識者を含む審査委員会を設置し、応募書
類に基づき審査します。

● 応募多数の場合は、日本農業新聞社内で事
前審査を行います。

（2）審査基準
● 記事がきっかけとなり、その人自身の意識や
行動に変化が生じたか

● その変化は自己完結的でなく、他者や組織、
地域などへの広がりがあったか
● 「日本農業新聞を読んでみたい」と思わせる
エピソードか
● 自らの体験や見聞に基づくエピソードであ
り、自身の見解や心情が伝わるか

審　査

● 入賞した方に直接通知します。
● 最優秀賞の受賞者は、日本農業新聞が主催す
るイベントなどで表彰します。

発　表

● 応募作品の著作権および出版権は主催者に
帰属します（作品は返却不可）。

● 応募作品を冊子やパンフレットなどで紹介す
ることがあります。

その他

表　彰
最優秀賞 1点
優 秀 賞  2点
奨 励 賞  5点

受賞者には賞状と副賞（最優
秀賞10万円、優秀賞5万円、奨
励賞5,000円）を贈呈します。

『家の光』年間購読予約受付中

１年分の誌代を前納すると、
普通号１ケ月分が無償になります。

年間定価合計

9,411円

無償分

△629円

前納誌代

8,782円

農家の皆さんへ

埼玉県秋の農作業事故
ゼロ運動展開中！
実施期間：10月~11月
トラクターに乗る時は、

ヘルメット・シートベルトを

必ず着用！！

３つのチェックポイント

①ヘルメット着用
②シートベルト着用
③安全キャブ・フレーム装着

埼玉県
ＪＡグループさいたま
埼玉県農業機械化協議会

❻



JAほくさい
ガスセンター
より

　日頃JAのLPガスをご利用いただきありがとうございます。
　令和３年度１年間で、約50件のガスの消し忘れ等による警報の受信が
《JAあんしんセンタ－》にございました。
　ガスをご使用になる時は、消し忘れ・換気にご注意ください。
　天ぷら火災などを防止するSiセンサ－付コンロなど安全装置付きのガス
器具のご利用・交換をお勧めい
たします。

令和３年度 ＬＰガスの令和３年度 ＬＰガスの
警報受信状況のご報告警報受信状況のご報告

★月別・時間別警報受信件数
（県内ＪＡ利用者集計）

警報の多い月は１２月、時間は10時頃です！

時間帯別受信件数
０時　３時　6時　９時　12時　15時　18時　21時　24時

(JAほくさい管内）
R３年度警報受信内容

800

700

600

500

400

300

200

100

0
４月　５月　６月　 ７月　 ８月　 ９月　10月　11月　12月　１月 　２月 　３月

使用時間オーバ予告86件使用時間オーバ予告86件

使用時間オーバ遮断35件使用時間オーバ遮断35件

圧力センサ遮断44件圧力センサ遮断44件

最大流量オーバ遮断19件最大流量オーバ遮断19件

ガス警報器遮断13件ガス警報器遮断13件

感震器遮断20件感震器遮断20件

その他134件その他134件

安全装置付きのガス器具のご利用・交換をお勧めします

ご相談・お問い合せはコチラまでご相談・お問い合せはコチラまで
JAほくさいガスセンター
℡ 048－561－8411

❼



販
売
果
樹

販
売
果
樹
（
日
本
な
し
・
ぶ
ど
う
）

（
日
本
な
し
・
ぶ
ど
う
）
の
有
望
品
種

の
有
望
品
種

〈
は
じ
め
に
〉

　

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
収
穫
期
を

迎
え
る
、
な
し
・
ぶ
ど
う
。
な
し

の
魅
力
は
何
と
い
っ
て
も
品
種
が

多
い
こ
と
で
、
ご
希
望
の
収
穫
期

か
ら
品
種
を
選
べ
ま
す
。
ぶ
ど
う

で
は
、
近
年
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ

ト
が
注
目
を
集
め
て
お
り
、
県
内

で
も
作
付
を
開
始
さ
れ
る
方
が
増

え
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
栽
培

可
能
な
有
望
品
種
が
育
成
さ
れ
て

お
り
、
埼
玉
県
農
業
技
術
研
究
セ

ン
タ
ー
久
喜
試
験
場
で
も
試
験
栽

培
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
記
事

を
参
考
に
、
新
し
い
品
種
の
導
入

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

〈
有
望
品
種
に
つ
い
て
〉　

１　

日
本
な
し

①
は
つ
ま
る

【
品
種
登
録
】
2
0
1
5
年

【
交
雑
親
】
筑
水
×
筑
波
43
号

【
果
実
】
3
3
0
g
程
度
。
果
肉

は
柔
ら
か
く
肉
質
良
好
。
糖
度
は

13
%
程
度
。
極
早
生
の
良
食
味
品

種
。

②
蒼
月（
そ
う
げ
つ
）『
筑
波
59
号
』

【
出
願
公
表
】
2
0
2
1
年
11
月

【
交
雑
親
】
は
つ
ま
る
×
な
つ
し

ず
く

【
果
実
】
極
早
生
品
種
の
中
で
は

大
玉
な
青
な
し
。
糖
度
は
13
%
程

度
。
来
年
の
秋
か
ら
苗
木
の
販
売

が
開
始
予
定
。

③
凜
夏
（
り
ん
か
）

【
品
種
登
録
】
2
0
1
5
年

【
交
雑
親
】
2
6
9

21
×
あ
き

あ
か
り

【
果
実
】
5
0
0
g
程
度
。
果
肉

は
柔
ら
か
く
、
糖
度
は
13
%
程
度
。

暖
地
で
も
安
定
し
て
開
花
す
る
。

④
な
る
み

【
品
種
登
録
】
2
0
1
6
年

【
交
雑
親
】
1
6
2

29
×

2
6
9

21

【
果
実
】
6
0
0
g
程
度
。
果
肉

は
柔
ら
か
く
肉
質
良
好
。
糖
度
は

13
%
程
度
。
自
家
和
合
性
品
種
。

⑤
甘
太
（
か
ん
た
）

【
品
種
登
録
】
2
0
1
5
年

【
交
雑
親
】
王
秋
×
あ
き
づ
き

【
果
実
】
6
0
0
g
程
度
。
糖
度

が
14
%
以
上
で
、
果
肉
は
柔
ら
か

く
、
品
質
が
優
れ
る
。
豊
産
性
で

栽
培
し
や
す
い
。

２　

ぶ
ど
う

①
ク
イ
ー
ン
ニ
ー
ナ

【
品
種
登
録
】
2
0
1
1
年

【
交
雑
親
】
安
芸
津
20
号
×
安
芸

ク
イ
ー
ン

【
果
実
】
果
皮
は
赤
色
、
果
粒
は

約
17
g
、
糖
度
は
21
%
程
度
。
短

梢
の
無
核
栽
培
が
推
奨
さ
れ
る
。

②
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト

【
品
種
登
録
】
2
0
0
6
年

【
交
雑
親
】
安
芸
津
21
号
×
白
南

【
果
実
】
果
皮
は
黄
緑
色
、
果
粒

は
約
13
g
、
糖
度
は
18
%
程
度
。

果
皮
が
薄
く
、
皮
ご
と
食
べ
ら
れ

る
。
短
梢
の
無
核
栽
培
が
推
奨
さ

れ
る
。
マ
ス
カ
ッ
ト
香
を
呈
す
る
。

③
ナ
ガ
ノ
パ
ー
プ
ル

【
品
種
登
録
】
2
0
0
4
年

【
交
雑
親
】
巨
峰
×
リ
ザ
マ
ー
ト

【
果
実
】
果
皮
は
黒
色
、
果
粒
は

約
12
g
、
糖
度
は
19
%
程
度
。
長

野
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
の
大
粒
の

ブ
ド
ウ
。
種
が
な
く
、
皮
ま
で
食

べ
ら
れ
る
。
2
0
1
8
年
よ
り
県

外
で
の
生
産
が
許
諾
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
有
望
な
品
種

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
各
品
種

の
特
徴
を
参
考
に
、
新
植
・
改
植

で
収
穫
量
を
増
や
し
、
収
益
性
の

向
上
へ
繋
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
日
本
な
し
で
撰
果
所
を
利
用
し

て
い
る
方
は
、
新
品
種
を
導
入
す

る
場
合
、
撰
果
所
の
意
向
を
確
認

し
て
か
ら
導
入
し
ま
し
ょ
う
）

農作業安全はＳ-ＧＡＰで取組みましょう。まずは当センターまでご相談ください。

〈
参
考
資
料
〉

『
果
樹
育
成
品
種
カ
タ
ロ
グ
』

農
研
機
構
果
樹
茶
業
研
究
部
門
、

果
物
情
報
サ
イ
ト
果
物
ナ
ビ 

他

加
須
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

農
業
支
援
部

０
４
８
０
（
61
）
３
９
１
１

表 埼玉県農業技術研究センター久喜試験場における収穫期 （「ナガノパープル」は長野県果樹試験場の収穫期を参照）

品目 品種名 ７月 ８月 ９月 10月
上 中 下 上 中 下 上 中 下 上

日本なし

はつまる ○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　
蒼月（筑波59号） 　 　 ○ 　 　 　 　 　 　 　

幸水 　 　 ○※ ○ 　 　 　 　 　 　
彩玉 　 　 　 　 ○ ○ 　 　 　 　
凜夏 　 　 　 　 　 ○ 　 　 　 　
なるみ 　 　 　 　 　 ○ ○ 　 　 　
豊水 　 　 　 　 　 ○ ○ 　 　 　
甘太 　 　 　 　 　 　 　 　 ○ ○

ぶどう
クイーンニーナ 　 　 　 　 　 ○ ○ 　 　 　

シャインマスカット 　 　 　 　 　 　 ○ ○ 　 　
ナガノパープル 　 　 　 　 　 　 ○ 　 ○ 　

※ジベレリン処理

❽



当組合ホームページでは、ニュースストーリー（９頁～11頁）に掲載の写真がカラーでご覧いただけます。

　北埼地区でキュウリとナスを栽培する生
産者でつくる北埼地区野菜一元共販連絡協
議会は、令和４年度（Ｒ３年８月～Ｒ４年
７月）立毛共進会の表彰式を行いました。
　同会の表彰式は例年９月上旬に行う通常
総会の時に行っていましたが、今年の総会
も新型コロナウイルスの感染拡大に配慮し
て会員らの出席は見送られました。このた
め、９月22日にＪＡ本店で表彰式のみを
開催。知事賞に入賞した越冬きゅうりの

部・田島充さん（加須）、半促成きゅうりの部・齋藤文雄さん（羽生）、ハウスなすの部・折原栄さん（騎西）
にＪＡの大塚宏組合長から表彰状が手渡されました。このほかの入賞者は下記の皆さんです。
□ 越冬きゅうりの部▷全農埼玉県本部運営委員会長賞＝中村和夫さん（羽生）▷ほくさい農業協同組合長賞＝
瀬田利昭さん（加須）▷北埼玉農業振興連絡協議会長賞＝佐久間尉匡さん（加須）

□ 半促成きゅうりの部▷全農埼玉県本部運営委員会長賞＝江原喜重さん（羽生）▷ほくさい農業協同組合長賞
＝竹内博之さん（羽生）▷北埼玉農業振興連絡協議会長賞＝儘田玄悟さん（加須）
□ ハウスなすの部▷全農埼玉県本部運営委員会長賞＝田沼勝広さん（加須）▷ほくさい農業協同組合長賞＝細
野晴樹さん（騎西）▷北埼玉農業振興連絡協議会長賞＝栗原晋さん（騎西）

　ＪＡ羽生女性部は、９月28日に
手子林公民館で、米粉料理教室を開
催しました。米の消費拡大を目的と
しています。参加者は、12名。コ
ロナ感染対策を行って調理しまし
た。
　彩のかがやき米粉パウダーを使用
し、米粉のナンとカレー、お好み焼き、米粉のマフィンの４品を作り、
持ち帰りました。
　長谷川タマ子部長は、「米粉を使った色々な料理を作ることが出来
てよかったです。家に帰って食べるのが楽しみ」と話していました。部員達は、和気あいあいとした雰囲気の中
で女性部活動を楽しんでいました。

　ＪＡグループさいたまは、前回の天皇杯で優勝したことを祝
し、浦和レッズに「彩のきずな」１㌧を贈呈しました。
　ＪＡはＪＡグループさいたまからの依頼で、６月24日、９
月６日の２回に分け、浦和レッズに「彩のきずな」１㌧を納品
しました。記念に、浦和レッズパートナーホームタウン本部の
白戸秀和本部長から、ＪＡへ浦和レッズの伊藤敦樹選手と関根
貴大選手のサイン入りユニホームが贈られました。
　白戸本部長は、「地元埼玉の米が一番の力になる。ご飯のパ
ワーをいただき、タイトル獲得に向け頑張りたい」と意気込み
を語り、ＪＡ直販課加瀬田誠課長は、「ほくさいの米をたくさ
ん食べて、選手に活躍していただきたい」と笑顔で話していま
した。

立毛共進会入賞者を表彰　～北埼一元共販連絡協議会～

羽生女性部が米粉料理教室を開催

浦和レッズに「彩のきずな」１㌧を納品

左から大塚組合長、田島さん、齋藤さん、折原さん

米粉ナンの生地を伸ばす部員ら

「彩のきずな」を手にする白戸本部長㊨とユニホームを手にする加瀬田課長
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　学校単位で農園を設置し、農業体験を通じて生命や
自然、環境や食物などに対する理解を深める目的に、
埼玉県とＪＡグループさいたまが連携してみどりの学
校ファームに取り組んでいます。
　ＪＡは、この活動に賛同し、管内の小・中学校と特
別支援学校計47校に、野菜苗や種の他、肥料を配布し
ました。
　９月７日に、ＪＡほくさい行田中央支店柿沼宏政次
長は、行田市立見沼小学校を訪れ、杉澤肇教頭にキャ
ベツ苗20ポットと肥料１袋（20㌔）、玉ねぎの種と大
根の種各１袋を手渡しました。
　杉澤教頭は、「生徒に、野菜の栽培をとおして、生き
る力を身につけ、情操を育んで欲しい。提供頂いた苗
や種を食農教育資材として有効利用したい」と話し、
柿沼次長は、「学校農園で、土作りから野菜を育てることで農業を学び、理解を深めてもらえるとうれしい」と
語りました。

　行田市の圃場で、行田豆吉クラブが行田在来枝豆を９月30
日から10月20日まで出荷しました。
　農繁のこの時期は早朝３時から収穫し、日中は選別袋詰め作
業を行い、夕方には県内各地の市場へ出荷します。行田在来枝
豆は甘く豊かな香りが特徴。倒伏しやすく収穫が難しい為、昭
和50年頃には、ほとんど栽培が見られなくなりましたが、近
年地元農家と県・市が協力し再び栽培されるようになりまし
た。
　同クラブの小松裕幸代表は「今年は晴天に恵まれ、粒も大き
く甘みがのった。手間をかけた分、美味しく仕上がり自信をも
って出荷できる。ぜひ行田在来枝豆の存在をみんなに知ってほ
しい」と話しています。
　行田豆吉クラブは会員７名、作付面積約150㌃で今年は約5.4㌧出荷しました。

　㈱ほくさいグリーンアグリは９月15日に、羽生市喜
右エ門新田のほ場で、作業委託された「彩のきずな」
の稲刈りを行いました。
　同社藤村和彦統括マネージャーは、メーカー指導の
もと、コンバインでほ場の外周を刈り取るとすぐにコ
ツを掴み、スムーズに刈り取り作業を行っていました。
同社柿沼利明アドバイザーは、「収穫量は標準。適期に
刈り取りができた。４時間で33㌃の刈り取りはまずま
ず」と手応えを感じていました。
　羽生管内で11月上旬まで稲刈り作業が続きます。

行田豆吉クラブが行田在来枝豆を出荷

㈱ほくさいグリーンアグリが始動

莢
さや

を外す作業をする行田豆吉クラブの会員

柿沼次長㊨からキャベツ苗を受け取る杉澤教頭

見沼小学校にキャベツ苗など提供

稲刈りをする柿沼アドバイザー
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　９月17日、行田市総合体育館グリーンアリーナにて行田バスケットボール連
盟（村田実会長）が主催する、第一回ほくさいカップが開催されました。
　ＪＡは同大会に協賛し、参加賞として全チームに「彩のきずな」とスポーツ
ドリンクを贈る他、優勝チームにトロフィー４本、２位～４位に盾６枚、各チ
ーム優秀選手にメダル18個を寄贈しました。ＪＡ共済連埼玉県本部の地域・農
業活性化積立金を活用し、地域の子育て支援が目的。開会式で、ＪＡ吉田岳雄
常務が「練習の成果を発揮して活躍してください」と選手を激励しました。
　優勝した行田ラビッツの加茂下杏珠主将は「みんなで楽しく、チーム一丸と
なって優勝することができた」と喜びを語りました。

　羽生農産物直売所利用組合組合員でベトナム出身の中島ハンさん
（30）は、ＪＡ羽生農産物直売所に７月から９月にかけカボチャの蔓
と花を出荷しています。日本では馴染みのない食材ですが、ベトナ
ムやネパールなどの東南アジア諸国では高級食材として取り扱われ
ています。ベトナムでは、カボチャの花と豚肉の二ンニク炒めが、
ポピュラーな食べ方。
　中島さんは、「野菜の出荷を通し、日本にベトナムの食文化を広め
たい」と笑顔を見せました。

　ＪＡは、９月16日にＪＡ鴻茎支店で、陽気なおたすけ隊（小坂承伊代表）他３団体に梨２㌜（15㌔/１㌜）を、
９月20日に加須市種足梨選果所で、羽生の杜（田村信征代表）他１団体に梨30箱（５㌔/１箱）を、９月28日
にＪＡ鴻茎支店で、加須市子育て応援フードパントリー（梅澤恵代表）他21団体に梨96㌜（15㌔/１㌜）を寄
贈しました。ＪＡ共済連埼玉県本部の地域・農業活性化積立金を活用し、地域の子育て支援が目的。
　陽気なおたすけ隊の田中賢善副代表は、「支援の必要な世帯の手助けができればと、フードパントリーの活動
をはじめました。物価高で梨も高値がついているので、提供に感謝します」と笑顔で受け取りました。
　今回の梨は、427世帯に提供されました。次回は、新米１㌧を寄贈する予定です。

第一回ほくさいカップに協賛

羽生農産物直売所でカボチャの蔓と花を販売

フードパントリーに梨提供

贈呈したトロフィー、盾、メダル

ほくさいカップに参加した女子10チーム、男子８チームの選手たちに「彩のきずな」とスポーツドリンクを寄贈

カボチャの花を出荷する中島さん

９月16日 梨２㌜寄贈 ９月20日 梨30箱寄贈 ９月28日 梨96㌜寄贈
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秋
晴
れ
の
如
く
記
憶
は
天
に
抜
け　
　
　
　

騎　

西　

持
塚　

悦
夫

恩
師
の
句
心
に
響
く
秋
の
空　
　
　
　
　
　
　

〃　
　

戸
田　

達
子

う
か
と
出
て
鼠
花
火
に
踊
ら
さ
れ　
　
　
　

川　

里　

木
暮　

浅
代

し
が
ら
み
を
弾
く
案
山
子
の
も
へ
じ
顔　
　

羽　

生　

五
月
女
文
子

陽
と
風
に
感
謝
す
る
か
に
稲
穂
垂
る　
　
　
　

〃　
　

長
谷
部
愛
子

秋
晴
れ
の
ひ
と
日
の
夕
日
い
ま
沈
む　
　
　

加　

須　

松
永　

喜
芳

軽
々
と
新
米
担
ぐ
「
ま
だ
喜
寿
」
と　
　
　

川　

里　

黒
巣　

友
子

鍬
の
柄
を
蜻
蛉
に
預
け
小
休
止　
　
　
　
　

行　

田　

荻
原　

増
夫

歳
時
記
を
閉
じ
て
ち
ち
ろ
を
聞
き
ゐ
た
り　

川　

里　

井
上
美
智
子

濯
ぎ
物
ち
ょ
っ
と
ず
ら
し
て
柿
を
吊
る　
　

行　

田　

荒
井　

王
子

前
向
き
に
生
き
て
八
十
路
や
秋
の
虹　
　
　

騎　

西　

湯
橋　

信
子

宇
宙
に
も
心
遊
ば
せ
寝
待
月　
　
　
　
　
　
　

〃　
　

泉
津
井　

清

手
の
ひ
ら
に
の
せ
て
自
慢
の
今
年
米　
　
　

羽　

生　

長
瀬　

三
男

芝
を
刈
る
前
を
う
し
ろ
を
赤
と
ん
ぼ　
　
　

騎　

西　

田
沼　

絹
子

影
日
向
く
っ
き
り
分
け
て
秋
高
し　
　
　
　

羽　

生　

樋
口
登
美
子

山
茶
花
や
箒
を
立
て
て
立
ち
話　
　
　
　
　
　

〃　
　

木
本　

政
秋

月
見
草
利
根
の
瀬
音
に
鳴
る
汽
笛　
　
　
　
　

〃　
　

平
井　

昭
政

今
日
か
ら
は
新
米
だ
よ
と
母
の
声　
　
　
　

行　

田　

永
沼
規
美
雄

熱
帯
夜
思
わ
ず
覗
く
温
度
計　
　
　
　
　
　

騎　

西　

根
岸　

栄
一

五
年
経
て
花
野
の
化
粧
放
置
畑　
　
　
　
　

羽　

生　

杉
山　
　

榮

寝
返
り
を
打
つ
た
び
虫
の
ハ
ー
モ
ニ
ー　
　
　

〃　
　

多
田
千
代
子

田
舎
教
師
の
舞
台
か
黄
金
の
田
は
続
く　
　
　

〃　
　

出
井　

允
子

夏
の
忘
れ
物
路
肩
に
空
き
缶
ペ
ッ
ト
あ
り　

行　

田　

中
野　

一
郎

※
１
月
号
へ
の
投
句
は
、
11
月
25
日
（
必
着
）
ま
で
に
、

〒
３
４
８-

８
５
１
３　
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
営
農
経
済
部
営
農
支
援
課

（
住
所
不
要
）
宛
て
に
お
願
い
し
ま
す
。

応
募
資
格
は
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
管
内
に
お
住
い
の
方
。
誌
面
等
の
都
合

に
よ
り
投
句
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
方
の
句
を
掲
載
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

折
原
野
歩
留　

選

棒
の
よ
な
牛
の
声
聞
く
小
春
か
な　
　
　
　
　

大
利
根　

野
口　

勇
一

（
評
）牛
の
鳴
き
声
は
何
と
な
く
の
ど
か
な
感
じ
が
す
る
。
そ
の
鳴
き
声
が

棒
の
様
に
聞
こ
え
た
と
言
う
作
者
の
感
覚
に
納
得
さ
せ
ら
れ
る
。
季
語
の

小
春
が
そ
れ
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
。

酒巻古墳群
酒巻会館：行田市酒巻1492-1

行田市郷土博物館：行田市本丸17-23

酒巻古墳群
酒巻会館：行田市酒巻1492-1

行田市郷土博物館：行田市本丸17-23

加須市旗井
童謡のふる里
おおとね野菊公園

おおとね 通通 信信

　人々の心に残る数多くの童謡を生んだ下總皖一（し

もおさ　かんいち）の生誕の地である大利根。

　大利根では平成10年から「童謡のふる里づくり宣言」

をおこない、童謡のふる里おおとねとして町づくりが

始まりました。

　平成12年には公園が建設され、公園の名前は市民か

ら募集されました。その中から選ばれたのが野菊公園

です。名前の由来は下總皖一作曲の「野菊」を元に野

菊の咲くきれいな公園になってほしいとの願いが込め

られています。　

　また公園内には野菊の歌詞を刻んだ歌碑が設置され

ています。青緑系の天然石に「野菊」の混声四部合唱

の楽譜が、下總皖一肉筆のやさしさあふれる音符でつ

づられています。

　下總皖一は、童謡の名曲を生んだ音楽家。代表曲「た

なばたさま」「野菊」「はなび」等。また、多くの小学校・

中学校・高校の校歌の作曲も手がけています。

各地区の編集委員が自慢の人・モノ・場所を
ご紹介します。

今回は大利根地区です。

野菊の歌碑
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JAほくさい顧問弁護士
弁護士法人 長島法律事務所
弁護士  長島佑享氏

法
律
相
談

＆

Ａ

Ｑ

②
他
人
の
土
地
で
も
下
水
管
を
通
せ
る
？

― 
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は
設
置
可
能
な
場
合
も

①
市
街
化
調
整
区
域
の
農
地
を
貸
し
た
い

― 

貸
し
借
り
は
農
業
委
員
会
の
許
可
が
必
要

離
れ
て
暮
ら
す
父
が
亡
く
な

り
、
市
街
化
を
抑
制
す
べ
き
区

域
と
さ
れ
る
「
市
街
化
調
整
区

域
」
の
農
地
を
相
続
し
ま
し

た
。
離
れ
た
場
所
に
あ
る
な
ど

の
理
由
も
あ
っ
て
、
自
分
で
は

耕
作
で
き
な
い
の
で
、
他
人
に

貸
そ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
有

料
に
し
よ
う
か
無
料
に
し
よ
う

か
迷
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
そ

れ
に
よ
っ
て
農
地
法
の
規
制
に

違
い
は
あ
る
も
の
で
し
ょ
う

か
。
許
可
な
ど
必
要
な
手
続
き

や
留
意
し
た
方
が
よ
い
点
な
ど

が
あ
れ
ば
、教
え
て
く
だ
さ
い
。

も
し
、
農
地
を
返
し
て
ほ
し
く

な
っ
た
と
き
は
、
返
し
て
も
ら

え
る
の
で
し
ょ
う
か
？

私
A
の
自
宅
の
敷
地
で
あ
る

土
地
は
、
B
の
土
地
か
ら
分
筆

さ
れ
ま
し
た
。
A
地
は
、
公
道

に
面
し
て
い
な
い
の
で
、
B
地

の
端
の
通
路
を
通
っ
て
公
道
へ

出
て
い
ま
す
。
私
は
、
来
年
、

自
宅
の
建
て
替
え
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
、
下
水

管
を
引
き
込
み
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
A
地
は
，
公
道
に
面

し
て
い
な
い
の
で
B
地
の
通
路

部
分
に
下
水
管
を
設
置
さ
せ
て

も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ

う
で
す
。
私
は
、
B
地
の
通
路

部
分
に
下
水
管
を
設
置
さ
せ
て

も
ら
う
こ
と
は
で
き
ま
す
か
。

分
割
に
よ
り
公
道
に
通
じ
な
い

土
地
が
生
じ
た
と
き
は
、
そ
の
土

地
の
所
有
者
は
、
公
道
に
至
る
た

め
他
の
分
割
者
の
所
有
地
の
み
通

行
で
き
ま
す
（
民
法
２
１
３
条
）。

他
人
の
土
地
を
使
わ
な
け
れ
ば
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
の
引
き
込
み
が
で
き

な
い
土
地
の
所
有
者
は
、
他
人
の

土
地
へ
の
設
備
の
設
置
な
ど
も
許

さ
れ
る
と
解
釈
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
明
文
上
の
規
定
が

な
く
応
じ
て
も
ら
え
な
い
場
合
の

対
応
に
困
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。そ

こ
で
民
法
が
改
正
さ
れ
、
他

の
土
地
に
設
備
を
設
置
し
な
け
れ

ば
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
水
の
供
給

な
ど
を
継
続
的
に
受
け
る
こ
と
が

で
き
な
い
土
地
の
所
有
者
は
、
必

要
な
範
囲
で
、
他
の
土
地
に
設
備

を
設
置
す
る
権
利
を
有
す
る
こ
と

が
明
文
化
さ
れ
ま
し
た
（
新
民
法

２
１
３
条
の
２
第
１
項
）。
他
人

の
土
地
に
設
備
を
設
置
し
た
い
土

地
の
所
有
者
は
、
当
該
土
地
の
所

有
者
に
、
あ
ら
か
じ
め
、
目
的
、

場
所
、
方
法
を
通
知
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
（
新
民
法
２
１
３
条
の

２
第
３
項
）。

改
正
民
法
の
施
行
日
は
令
和
５

年
４
月
１
日
で
す
が
、
解
釈
で
も

認
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
B
に
対

し
て
、
乙
土
地
に
下
水
管
を
設
置

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
目
的
、
場

所
な
ど
の
通
知
か
ら
始
め
る
と
い

い
で
し
ょ
う
。
な
お
、
土
地
の
分

割
に
よ
っ
て
生
じ
た
袋
地
で
は
な

い
場
合
は
、
償
金
の
問
題
が
生
じ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

①

②

①

②

農
地
を
貸
し
借
り
す
る
と
き

は
、
原
則
と
し
て
農
業
委
員
会
の

許
可
が
必
要
で
す
（
農
地
法
３

条
）。こ
の
点
は
、有
料（
賃
貸
借
）

で
も
無
料
（
使
用
貸
借
）
で
も
同

じ
で
す
。

し
か
し
、
貸
し
借
り
の
終
了
や

借
主
が
死
亡
し
た
場
合
は
、
賃
貸

借
と
使
用
貸
借
で
違
い
が
あ
り
ま

す
。賃

貸
借
で
は
、
原
則
と
し
て
、

都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
受
け
な

け
れ
ば
、
契
約
の
解
除
、
解
約
の

申
入
れ
、
合
意
に
よ
る
解
約
、
更

新
し
な
い
旨
の
通
知
が
で
き
ま
せ

ん
（
農
地
法
18
条
）。
契
約
期
間

の
定
め
が
あ
る
と
き
は
、
期
間
が

終
わ
る
前
の
一
定
の
時
期
に
更
新

し
な
い
旨
の
通
知
を
し
な
け
れ

ば
、
同
じ
条
件
で
賃
貸
借
し
た
と

み
な
さ
れ
ま
す
（
法
定
更
新
。
農

地
法
17
条
）。
借
主
が
死
亡
し
た

と
き
は
、
賃
借
権
は
借
主
の
相
続

人
に
引
き
継
が
れ
ま
す
。

他
方
、
使
用
貸
借
で
は
、
契
約

の
解
除
、
解
約
の
申
入
れ
、
合
意

に
よ
る
解
約
に
つ
い
て
都
道
府
県

知
事
の
許
可
は
不
要
で
す
。
法
定

更
新
の
制
度
は
な
い
の
で
、
更
新

し
な
い
旨
の
通
知
は
不
要
で
す
。

契
約
期
間
の
定
め
が
あ
る
と
き

は
、
期
間
が
終
わ
れ
ば
借
主
は
農

地
を
返
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

（
民
法
５
９
７
条
１
項
）。
借
主
が

死
亡
し
た
と
き
は
、
使
用
借
権
は

借
主
の
相
続
人
に
引
き
継
が
れ
ず

に
使
用
貸
借
を
終
え
る
の
が
原
則

で
す
（
民
法
５
９
７
条
３
項
）。

よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
返
し
て
も
ら
い

た
い
と
き
は
，
無
料
（
使
用
貸
借
）

で
貸
す
方
が
い
い
で
し
ょ
う
。
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二重マスの文字を
Ａ～Ｅの順に並べ
てできる言葉は何
でしょうか？

（出題）ニコリ

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
11
月
３
日
は
文
化
の
日
。
―
―
天

皇
の
誕
生
日
で
も
あ
り
ま
す

❷
浅
草
寺
の
表
参
道
入
り
口
に
立
つ

雷
―
―

❹
カ
ッ
プ
ル
が
組
む
こ
と
も

❺
11
月
23
日
は
―
―
感
謝
の
日
。
国

民
の
祝
日
で
す

❻
不
審
に
思
う
気
持
ち
。
―
―
の
念

を
抱
く

❽
牛
や
馬
に
与
え
る
餌
の
こ
と

11
眼
科
で
視
力
―
―
を
受
け
た

13
マ
ラ
ソ
ン
選
手
に
沿
道
か
ら
飛
ぶ

こ
と
も

14
ク
ラ
ブ
を
持
っ
て
コ
ー
ス
を
回
り

ま
す

15
兵
庫
県
の
―
―
市
は
子
午
線
の
ま

ち
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す

17
イ
ー
ス
タ
ー
島
に
あ
る
巨
大
な
石
像

19
根
拠
の
な
い
う
わ
さ
話

21
木
々
が
空
中
に
伸
ば
す
も
の

〈
応
募
の
方
法
〉

・
ハ
ガ
キ
に
答
え
、住
所
、氏
名
、年
令
、

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、〒
３
４
８
ー

８
５
１
３　

Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
営
農
経
済
部

営
農
支
援
課
宛
送
付（
住
所
の
記
入
は
不

要
で
す
）、
ま
た
は
各
支
店
窓
口へ
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
ご
応
募
は
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
管

内（
行
田
市
・
鴻
巣
市
川
里
地
区
・
羽
生

市
・
加
須
市
）に
お
住
ま
いの
方
に
限
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
郵
送
し
て
い

た
だ
く
場
合
は
、
令
和
元
年
10
月
１
日

よ
り
通
常
は
が
き
の
郵
便
料
金
が
63
円
と

な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
応
募
の
際
、
ご
意
見
、
本
誌
へ
の

ご
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
く
だ
さ

い
。
中
か
ら
「
ほ
く
さ
い
」
に
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
締
切
は
令
和
４
年
11
月
末
日
到
着
分

ま
で
。

・
正
解
者
に
は
抽
選
に
よ
り
賞
品
を
お

贈
り
し
ま
す
。

（
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
：
こ
の
応
募

用
紙
は
抽
選
と
商
品
発
送
お
よ
び
ご
意

見
掲
載
の
目
的
以
外
に
は
使
用
い
た
し

ま
せ
ん
）

〈
10
月
号
の
答
〉

　

ド
ン
グ
リ

タ
テ
の
カ
ギ

❶
忘
れ
な
い
よ
う
に
取
り
ま
す

❸
と
ん
ぶ
り
は
、
こ
の
植
物
の
実
を

加
工
し
た
も
の
で
す

❼
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
は
―
―
帝
国
の
遺

跡
で
す

❾
「
も
し
も
し
」
と
出
ま
す

10
枯
れ
山
水
の
庭
に
は
作
り
ま
せ
ん

12
壱
が
一
、
弐
が
二
な
ら
、
陸
は

13
王
貞
治
選
手
は
１
、
長
嶋
茂
雄
選

手
は
３
で
し
た

15
恋
よ
り
も
深
い
も
の
な
の
か
も

16
桃
太
郎
の
家
来
の
一
員

18
モ
ミ
ジ
と
も
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す

20
不
公
平
で
は
あ
り
ま
せ
ん

22
今
年
収
穫
し
た
米
の
こ
と

23
ト
ラ
ク
タ
ー
を
数
え
る
と
き
に
使

う
言
葉

☆
９
月
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
当
選
者
は
次
の
８
名
で
す
。
ご

当
選
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
記
念
品
を
お
贈
り
い
た
し
ま
す
。

☆
坂
西　

利
子
さ
ま
（
行　

田
）

☆
阿
部　

広
夢
さ
ま
（
行　

田
）

☆
甲
山　

良
子
さ
ま
（
羽　

生
）

☆
新
井　

啓
市
さ
ま
（
羽　

生
）

☆
増
田　

丈
子
さ
ま
（
羽　

生
）

☆
吉
田　

澄
子
さ
ま
（
加　

須
）

☆
吉
澤　

颯
太
さ
ま
（
加　

須
）

☆
栗
原　

栄
子
さ
ま
（
北
川
辺
）

　

11
月
は
紅
葉
も
美
し
く
、
食
欲
・
読
書
・
運
動
の
秋
と
言
わ
れ
て

る
だ
け
あ
っ
て
、
快
適
で
過
ご
し
や
す
い
季
節
。

　

皆
様
は
ど
う
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

今
月
は
カ
タ
ー
ル
で
４
年
に
一
度
の
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
白
熱
し
た
試
合
を
た
く
さ
ん
観
ら
れ
る
の
は
、
サ
ッ
カ
ー
好

き
な
私
に
と
っ
て
大
変
楽
し
み
な
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
是
非
日
本

代
表
も
良
い
成
績
が
残
せ
る
よ
う
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
！

　

私
も
運
動
の
秋
と
い
う
こ
と
で
、
登
山
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。
最
初
か
ら
高
い
山
で
は
な
く
、
低
め
の
山
か
ら
コ

ツ
コ
ツ
と
。
三
日
坊
主
に
な
ら
な
い
よ
う
、
日
本
代
表
と
同
じ
く
頂

点
（
頂
上
）
目
指
し
な
が
ら
頑
張
り
た
い
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　
 

Ｔ
・
Ｎ

編
集
後
記
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